
 

 

  

                                                                            

 

 

 

◎６回目の内容は･･･「「「「適正化事業適正化事業適正化事業適正化事業・・・・調査内容調査内容調査内容調査内容のののの協議協議協議協議についてについてについてについて【【【【第第第第１１１１回回回回】】】】回数回数回数回数やややや頻度頻度頻度頻度はははは具体的具体的具体的具体的にににに書書書書くくくく！！！！」」」」    

    

    

    
    

    

①①①① 特記事項に特記事項に特記事項に特記事項に頻度を記載することで頻度を記載することで頻度を記載することで頻度を記載することで介護の手間が見えてくる介護の手間が見えてくる介護の手間が見えてくる介護の手間が見えてくる    

 

    

    

【【【【Ａ：Ａ：Ａ：Ａ：わかりにくいわかりにくいわかりにくいわかりにくい特記事項の特記事項の特記事項の特記事項の例】例】例】例】                                                                                                                                                                

１－１０（洗身） 介護者が全て行っている。 

２－１（移乗）・２－２（移動） ふらつきがあるため、介護者が体を支えて移乗・移動している。 

２－５（排尿）・２－６（排便） 昼はトイレで夜はポータブルトイレ使用。介護者が全て介助している。 

【【【【Ｂ：Ｂ：Ｂ：Ｂ：具体的な特記事項の例】具体的な特記事項の例】具体的な特記事項の例】具体的な特記事項の例】    

１－１０(洗身) 自宅で週に３回週に３回週に３回週に３回入浴しており、本人に意欲がないため本人に意欲がないため本人に意欲がないため本人に意欲がないため介護者が身体を洗う介助をしている。 

２－１（移乗） ふらつきがあるため、本人にベッド柵等に掴まってもらい、介護者が体を支えてベッドからポータブルトイレ等の移乗ベッドからポータブルトイレ等の移乗ベッドからポータブルトイレ等の移乗ベッドからポータブルトイレ等の移乗を介助している。 

２－２（移動） 日常の移動は、食事や排泄や入浴時の移動食事や排泄や入浴時の移動食事や排泄や入浴時の移動食事や排泄や入浴時の移動で、介護者が声をかけながら、両手を引いて移動両手を引いて移動両手を引いて移動両手を引いて移動している。 

２－５（排尿） 尿意あいまいで紙パンツとパット使用。昼はトイレで昼はトイレで昼はトイレで昼はトイレで４回４回４回４回、夜はポータブルトイレ夜はポータブルトイレ夜はポータブルトイレ夜はポータブルトイレで２回で２回で２回で２回排泄。上げ下げや拭き取り、パット交換や水洗全て介助。ポポポポ

ータブルトイレの処理は朝にまとめて１回介護者が行っているータブルトイレの処理は朝にまとめて１回介護者が行っているータブルトイレの処理は朝にまとめて１回介護者が行っているータブルトイレの処理は朝にまとめて１回介護者が行っている。 

２—６（排便） だいたい一日おきに排便一日おきに排便一日おきに排便一日おきに排便あり、トイレで排泄トイレで排泄トイレで排泄トイレで排泄している。上げ下げや拭き取り、パット交換や水洗等全て介護者が行っている。 

                                                                                                        裏面に続く裏面に続く裏面に続く裏面に続く    

 みなさん、こんにちは！大変ご無沙汰しております。あかべぇ通信・・・発行しなければと思っていたのに、気が付いたら肌寒い季節になってしまいました(+o+)時間が過ぎるのは早いも

のですね！頑張ります。先日、要介護認定適正化事業の「適正化に向けての協議」ということで、厚生労働省の要介護認定適正化事業事務局の方がおいでになって介護認定審査会の傍聴や認

定調査の協議を行いました。その際、協議された内容について数回にまとめてお伝えしようと思います。改めての内容もありますが、今一度ご確認いただければと思います。 

今回は、審査会を傍聴し改めて①「審査会員が審査をするための情報を、特記事項としてどう記載すればいいのか」①「審査会員が審査をするための情報を、特記事項としてどう記載すればいいのか」①「審査会員が審査をするための情報を、特記事項としてどう記載すればいいのか」①「審査会員が審査をするための情報を、特記事項としてどう記載すればいいのか」②②②②「どの位手間がかかっているのか、その大変さ「どの位手間がかかっているのか、その大変さ「どの位手間がかかっているのか、その大変さ「どの位手間がかかっているのか、その大変さ

をどのように特記事項に記載すればいいのか」をどのように特記事項に記載すればいいのか」をどのように特記事項に記載すればいいのか」をどのように特記事項に記載すればいいのか」③③③③「軽度者だからこそ特記事項の内容が重要になってくる」「軽度者だからこそ特記事項の内容が重要になってくる」「軽度者だからこそ特記事項の内容が重要になってくる」「軽度者だからこそ特記事項の内容が重要になってくる」という点が重要だと感じました。これから数回に分けて、そ

のポイントをお伝えしようと思います。日頃、お電話等でお話しさせていただいていますが、みなさんに改めて理解し確認していただければと思います。要介護認定は

調査のみで完結ではなく、その後の審査会に正確な情報を伝えるという役目があります。もう一度、特記事項の記載について考えてみましょう。 

特記事項の記載内容は、どういう介助どういう介助どういう介助どういう介助

をどの位やっているのかどの位やっているのかどの位やっているのかどの位やっているのかを記載するこ

とが重要になる 

排泄や入浴排泄や入浴排泄や入浴排泄や入浴等介助の等介助の等介助の等介助の方法の項目は方法の項目は方法の項目は方法の項目は回数を書く回数を書く回数を書く回数を書く!!!!!!!!    

項目ごとに必ず項目ごとに必ず項目ごとに必ず項目ごとに必ず頻度を書く頻度を書く頻度を書く頻度を書く!!!!!!!! 

審査会で、審査会で、審査会で、審査会で、    

介護の手間介護の手間介護の手間介護の手間のののの時間が時間が時間が時間がどの位かかどの位かかどの位かかどの位かか

ってってってっていいいいるのか判断るのか判断るのか判断るのか判断ししししやすくなるやすくなるやすくなるやすくなる 
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【Ａ：わかりにくい特記事項の例】【Ｂ：具体的な特記事項の例】二つを読み比べていかがでしょう？ 

 

 

 �項目ごとに項目ごとに項目ごとに項目ごとに頻度や具体的な介助の手間を頻度や具体的な介助の手間を頻度や具体的な介助の手間を頻度や具体的な介助の手間を記載記載記載記載するするするする  

 

 

 

 

 �項目ごとに特記事項を記載する項目ごとに特記事項を記載する項目ごとに特記事項を記載する項目ごとに特記事項を記載する 

 

 

 

 

 

                                          

 

Ａの事例からは、具体的な介助の手間が読み取れない。しかし、Ｂのように頻度や介助の状況を記載すると、介護の手間の時間がどの位かかっているのか

が判断しやすくなる。頻度や介助の状況を記載することで、審査会では「通常より手間のかかる状況」なのかの議論がしやすくなる。（一次判定の介護度よ

り重い状況ではないか？等の検討材料）同じ選択肢でも介護の量には差があるため、具体的な介助の状況と頻度を記載することが重要になってくる。 

この事例では、移乗・移動に介助が発生しており、排泄や入浴等の回数を書いておくことで、より具体的な介助の手間の時間が見えてくる。 

2—1（移乗）2－2（移動）・2－5（排尿）2－6（排便）・２－１０（上衣の着脱）２－１１（ズボンの着脱）等特記事項をまとめて書いてしまうことが

多い。しかし、それぞれの項目ごとに介助の状況や頻度が違う場合は、項目ごとに項目ごとに項目ごとに項目ごとに特記事項を特記事項を特記事項を特記事項を記載記載記載記載した方が、介助の介助の介助の介助の手間の時間がどの位かかっているの手間の時間がどの位かかっているの手間の時間がどの位かかっているの手間の時間がどの位かかっているの

かを検討しやすくなる。かを検討しやすくなる。かを検討しやすくなる。かを検討しやすくなる。 

審査会で知りたいことは、介護の手間の状況。特に排泄が具体
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��日常の状況が見えやすくなり、介護の手間の時間を検

討しやすくなる。特に、重度変更や軽度変更等を検討する際に

とても重要な情報になってくる。 

◆排泄・入浴等の具体的な状況や回数を項目ごとに記載する。 

◆一部介助・全介助を選択してもその介助の状況は様々です。 
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*.。特記事項にはどのよう

な介助をしているのか、その介助の状況を記載してください。 


